
「一人一人の考えを深めるために、単元を貫く言語活動を位置付けた指導の工夫」 
～第５学年国語「大造じいさんとガン」のリーフレットを作る実践から～ 
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１，はじめに 
言語活動の充実を通して，思考力を育成するという観点から，授業実践を行った。文学作品を「読む

こと」において，思考力を育成するためには，児童に興味・関心をもたせながら学習意欲を喚起してい

くことが重要であると考えた。そのために，「単元を貫く言語活動」を位置づけ，授業を展開していくこ

とにした。 
また，文学作品を「読むこと」の指導においては，「児童の主体的な読み」の姿が具現できるかどうか

が学習の深まりと大きく関連していると考えた。本実践では，このことについても有効な方策を探りな

がら，児童一人一人の考えを深められるよう授業改善に取り組んだ。 
 
２，目指した子どもの姿 
本のリーフレットにまとめ，紹介することを通して，自分なりの読みを深める子ども 

 
３，授業の実際  
（１）単元名 動物と人間のかかわりをえがいた物語を読み，リーフレットで紹介しよう。 

 （２）教材名 「大造じいさんとガン」 
（３）単元の目標 

動物と人間のかかわりを描いた本を読み広げ，本のリーフレットにまとめ，紹介することを通 
して言語活動を高め，考えを深める。 

関心・意欲 
心に残った本を紹介するため

に，進んで本を読もうとしてい

る。 

読む 
心に残ったことを紹介するた

めに，登場人物の相互関係をと

らえ，人物の心情を想像して読

んでいる。 

言語 
言葉や表現方法を選び，自分の

選んだ本に用いられている表

現のよさをリーフレットにま

とめている。 
 書いたことを交流することで，

感じ方や考え方の違いに気づ

いている。 
 
（４）単元の指導計画 
 文学作品を読み，リーフレットにまとめて紹介するという具体的な言語活動を位置付けた指導計画

を立案した。単元の展開としては，第一次では、ブックトークや教師のモデル提示により，リーフレ

ットについて知らせ，児童と話し合いながら学習計画を確認した。第二次では，教材を使ってリーフ

レットを作成し，第三次では、自分が選んだ本でリーフレットを作成するというものである。第二・

三次には，考えを検討する場面として，児童間で意見交流をする活動を位置付けた。 
 

 



 
次 学習活動 
第

一

次 

○学習課題をつかみ，単元の見通しをもつ。 
・ブックトークを開き，物語への興味をもつ。 
・リーフレットについて知る。 

単元を貫く学習課題 

 「心に残ったことをリーフレットで紹介しよう」 

・学習計画を立てる。 
第

二

次 

○教科書教材「大造じいさんとがん」を読み，リーフレットを書く。 
１物語の自力読みの観点を確認する。 
（物語の構成・時・場・人物・あらすじ・表現・ 

 主題・表現） 
 
２あらすじを書く。 
 ・登場人物の行動を場面ごとにまとめ，小見出しをつける。 
 ・小見出しをもとに，はじまり－出来事が起こる―出来事が変化す

る―終わりと順序づけて，あらすじをまとめる。 
 ・書いたあらすじを交流し，見直す。 
３心に残った文とそれに対する感想を書く。 
 ・心に残った場面から文を選び，様子や気持ちを想像する。 
 ・心に残った文と感想を書き，意見交流する。 
４登場人物の気持ちの変化（ターニングポイント）を書く。 

・登場人物の気持ちの変化を自力読みで考える。 
 ・友達と意見交流し、登場人物の気持ちの変化（ターニングポイン

ト）を読み取りまとめる。（本時） 
６作品のテーマについて書く。 
 ・読み取りをもとに書く。 
 ・リーフレットを読み合い交流する。 

第 
三

次 

○自分が選んだ本のリーフレットを書く。 
 ・「大造じいさんとがん」で学習した観点に沿って、書く。 
 ・出来上がったリーフレットを読み合い交流する。 

 （５）指導の構え 
 単元を貫く言語活動について 

ここでは，文学的な文章を読むための観点を身につけ，場面についての描写，登場人物の相互

関係や心情を自分の力や友達と交流しながらとらえさせていく。また、単元を貫く言語活動とし

て，「リーフレット」で友達に伝えるという活動を位置づける。「大造じいさんとガン」で、習得

した学びを活用し，自分で選んだ本のリーフレットを書いていく。作品のテーマを読み取りまと

める言語活動は，読書に対する興味・関心を広げることにつながると考える。 

本単元における自

力読みの観点をとら

える。 

はじまり－出来事が

起こる―出来事が変化

する―終わりと順序づ

けて，あらすじをまと

める。 

引用した文に対する

感想を叙述を踏まえて

書く。 

登場人物の心情の

変化を叙述を踏まえて

書く。 

交流の場面では，友

達と自分のリーフレッ

トを比較し，感じ方や

考え方の違いに気付く 

ブックトークを聞

き，リーフレットを作

る意欲をもつ。 



 考えを深めさせる交流について 

自分なりの読みをさらに深めさせるために，友達との意見交流を取り入れる。この意見交流は、

二通りのねらいをもって，意図的に取り入れる。一つ目の意見交流は，様々な考え方があること

を知り，考えを広げるためのものであり，二つ目の意見交流は，考えの違いを取り入れ，自分の

考えを練り上げるためのものである。 
 

    単元における手だて 

 
 【手立て１】 
  自分と対話をする「自力読み」をしながら作り上げた自分なりの読みをベースにする。 

 
物語のクライマックスとなる場面で

の大造じいさんの心情の変化を読み取

らせるためには，文の細部にまで着目

した読み取りが必要である。文章をじ

っくりと読ませるために，自分と対話

をする「自力読み」をしながら文を読

み取ることを指導する。また，自分に

問い、答えを出すという対話をしなが

ら文章を読むことで，主体的な読み取

りができると考える。 
 
 
 
 

 

 
友達と意見交流する場面では，話し合いの観点を明確にすることが大事な手だてとなる。それは,

話し合いの場を与えただけでは,何を根拠に話し合ったらよいかがわからないからである。 
話し合いの観点は，大造じいさんの心情がどう変わったのか、それがどの文章表現からわかるか

である。物語文の多くは，起承転結があることを学び，児童の作成するリーフレットには「ターニ

ングポイント」としてまとめさせる。話し合いを通して，物語のクライマックスにおける大造じい

さんの心情の変化を「ターニングポイント」としてとらえ，友達と意見交流する中で，読み取りを

深めさせていく。 
 

【手立て２】 
  交流の場面では，話し合いの観点をはっきりさせて意見交流をする。 



 

【手立て３】 
  自分自身の考えや読み取りを整理させ，リーフレットにまとめさせる。 

 
話し合いを終えた後には，友達の考えの良さを自覚させるために，意見交流したことをまと

めワークシートに記入させる。自分自身の考えや読み取りを整理することでリーフレットにまと

めていくことに有効に働くと考える。友達と交流して得た新たな読みや自分自身でとらえ直した

ことを文章でまとめさせていくことにより，主体的な「学び」を獲得させていくことにつながる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題名 

作者 

作者について 

他の作品 

あらすじ 

心に残った

場面 

作品の 

テーマ 

大造じいさんの

気持ちの変化 



４，おわりに（成果と課題） 
 本実践を終え，一番の成果と言えることは，児童の学習意欲の向上が見られたことである。学習意欲

の向上は，児童の学習に取り組む姿勢の変化となって表れている。教師が提示した課題に沿って文学作

品を読み進めるというこれまでの学習から脱却し，リーフレットづくりを目標にした「単元を貫く言語

活動」を位置づけた学習へ授業を改善した成果である。このような指導過程による学習は，児童が主体

的な「学び」を獲得することにつながった。その結果，児童は，文章の細部まで読み取るようになり，

思考力の育成に結び付いたと考える。 
 自問自答しながら自力読みをさせたことは，「読み」の主体はあくまでも自分であるという意識をもた

せることにつながった。そして，自分なりの読みをもった児童同士が意見交流をすることで，読みが深

まっていった。遠回りをするように感じるかもしれないが，児童一人一人が自分なりの読みをもつまで

の過程を大切にしていくことが大切であると感じた。 
 今後は，読み取らせる文学作品に応じた「単元を貫く言語活動」を工夫し，学習の幅を広げていくこ

とに取り組んでいきたい。そうすることで，児童の学習意欲はさらに高まり，学力の向上に結び付くも

のと考えている。 


